




































てC20:0がそれぞれ検出されている。 C20:Oが全ての彫刻刀形石器2次削片から共通して検出さ

れ、逆に細石刃からは全く検出されていないことが注目される。 C18:2も彫刻刀形石器削片に特

徴的なものと思われる。

C20: 0も水産物との関連が示唆されているが、細石刃と彫刻刀形石器削片の脂肪酸組成に異

なった傾向が読み取れることは興味深い。

それが何を意味するものであるのかここでは不祥であるが、細石刃からはC22:oが高頻度に検
出されるが、 C18:2、C20:0はほとんど検出されない。逆に、彫刻刀形石器はC18:2、C20:o 
が高頻度に検出されるが細石刃に顕著なC22:oはほとんど含まれないといった特徴を指摘してお
きたい。

直接的な表現はないが、これらの脂肪酸分析から、結果として本遺跡の石器群と水産物とのなん

らかの関連が示唆されたとみることもできよう。

荒屋型彫刻刀形石器を共伴する削片系の細石刃石器群が内水面漁携、特に産卵遡河性のサケ・マ

ス漁携に関与した可能性についてはこれまでにもしばしば指摘されてきた（加藤 1988他）。ま

た、そうした石器群を出土する遺跡が日本海沿岸を中心に分布し、太平洋側では利根川水系流域を

南限とするのは、サケ・マスの天然遡上河川の南限と一致するもので、加藤説を補強するものだと

の指摘もある（橋本1989他）。

白草遺跡は、石器組成と製作技術の点においては前者の指摘から逸脱するものではない。古利根

川の支流たる古荒川流域に所在する点でも後者の指摘と合致する。

また、時代は下るが本遺跡に隣接する四反歩南遺跡からは、東京都前田耕地遺跡例に類似した特

徴的に長狭化した尖頭器類が数点出土している（金子 1993)。前田耕地遺跡といえばそれらの尖

頭器や土器に伴って大量のサケの顎歯が検出された遺跡である。四反歩南遺跡も縄文時代初頭にサ

ケ・マス漁携に関与した可能性が考えられ、白草遺跡の眼下を流れる吉野川にそうした産卵遡河性

魚類が遡上したことを傍証しているとも言える。

こうした状況証拠は先の脂肪酸分析の結果と矛盾するものではない。敢えて積極的に言うなら

ば、白草遺跡の石器群も内水面漁携に関与したものである可能性が考えられる。

白草遺跡と極めて類似した石器群をもつ新潟県荒屋遺跡ではより直接的に、サケ科の魚類の脂肪

酸が検出されたとの報告もされたようであるが（佐藤 1992他）、詳細な報告が待たれる。

白草遺跡と内水面漁携の関係についてはさらに詳細な検討が必要であろうが、可能性は比定でき

ないものと考えられる。

今回の脂肪酸分析では、使用された可能性の高い細石刃には、その可能性の低い細石刃には認め

られなかった特定の脂肪酸が検出されたり、刃部再生時に作出された彫刻刀形石器の削片からは細

石刃とは異なった脂肪酸が検出されるなど、一定の傾向性は伺えたものと思われる。

細石刃は小さく軽いため、十分な脂質が得られない等、自らの試料的制約が常に存在するものと

思われる。今回は試料点数が少ないため定量的な保証は得られなかったが、今後同種の脂肪酸分析

を試みる場合はこうした傾向が一般的なものなのかどうか検証されたい。手や油脂製品は触れない

という原則を遵守しつつ、可能ならばある程度の分類を経た上で、効率的に一定量の試料が供出さ
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れることが望まれる。

また、今回は細石刃と彫刻刀形石器削片のみの
分析となったが、両者に若干の差も見て取れた

。

白草遺跡例の検証と器種による脂肪酸組成の
異同が他にも看取されるものかどうか他の石

器の脂肪

酸分析も望まれる。

註 1

ここまで示した数字はサンプルの抽出方法に
よっては若干変化する。

発掘調査ぱ慎重を期したつもりでいても、
廃土をフルイにかけると相当数の遺物が検

出される。フル

イで検出されるのは発掘調査で検出される
遺物よりもさらに微細なものとなる傾向が

みられるのは自明

であり、細石刃についてみると、発掘調査
では検出しづらかった小さな折損細石刃や

完形でもより小形

のものか検出されるようになる。従って、
フルイによって検出された遺物の扱いによ

っては各種の統計

値に変化かでてくる。総じていうと、フル
イによって検出された遺物を算入すると、

計測の平均値は小

さくなる傾向がみられる。また、接合作業
を経ない段階で完形の比率を算出すると、

フルイ遺物を算入

すると完形比率はさかる。白草遺跡の場合は
、発掘資料のみを対象に完形比率を算出する

と232点中94点

の40.5%、フルイ遺物のみを対象とすると2
17点中55点の25.3%、両者を合算すると449

点中149点の33.1 

％となる。これにさらに一括遺物（本遺跡
では採集品、後世の遺構から出土したもの

、出土位置不詳の

もの等）を加え、折れ面での接合作業を経
た状態で完形比率を算出すると、接合して

完形になるものも

でて、 458点中159点の34.7％が完形比率とな
る。

計測値や微細剥離痕のある細石刃の比率等
もサンプルの抽出の仕方によって多少の変

動があるものと

思われる。

註2

第3次以降の削片も多分に含まれていると
思われるが、識別が困難な場合がほとんど

であるので便宜

的に第 2次削片として一括している。

註3

使用した重量計の限界により、 0.01 g以下
の遺物は計測できなかった。第 7表、第 8

表等に0.00 gと

して示したのはそうした計測不能遺物であり
、 228点を数える。

註 4

石川遺跡例は個別の重量が提示されていない
ため、仮に 2点の平均値を用いた。
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